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１、IoT による遠隔監視システム 

LiB 蓄電池電源に於いて遠隔監視ｼｽﾃﾑは、必須機能として求められている。遠隔監視ｼｽﾃﾑを図 1に示す。

遠隔監視ｼｽﾃﾑは、ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ(LiB)蓄電池電源の各種ﾃﾞｰﾀをｲﾝﾀｰﾈｯﾄ経由してｻｰﾊﾞｰに取入れ、AI解析を行い

LiB 蓄電池電源の運用に不具合がないかを監視するｼｽﾃﾑである。 

遠隔監視ｼｽﾃﾑの狙い⇒安全で安心して LiB蓄電池電源の運用を提供 

主に不具合の兆候を事前に察知し、迅速に適切な対処を行い、不具合を未然防止する事を目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 遠隔監視ｼｽﾃﾑ図                 図２、組電池の各 Cell 電圧挙動図 

２、IoT によるデータ収集の有効性 

  図２に運用３年経過後の容量バラツキを是正する機能(ｱｸﾃｨﾌﾞ Cell ﾊﾞﾗﾝｻ=ACB)を有しない LiB組電池の各

Cell挙動を示す。図２に示すように LiB蓄電池電源を３年も使用すると各 Cell 電圧がﾊﾞﾗﾊﾞになり、制御に支障

を来たすので安全上運用を停止させる事になる。ほとんどの LiB蓄電池電源は、ACB 機能ﾚｽなので運用中の

各 Cell 電圧ﾃﾞｰﾀを収集し、各 Cell の挙動を把握する必要性がある。その為には遠隔監視ｼｽﾃﾑは、有効な手

段である。 

３、不具合予兆検出について 

遠隔監視ｼｽﾃﾑで採取した各種ﾃﾞｰﾀを AI 解析して   

得られた結果を図３に示す。このグラフは、各 Cellの劣 

化度合を表している。潜在的に不具合を引起す要素を 

有している LiB Cell は、解析初期から他の Cellに比べ 

劣化度合の傾きが異常な値を有する事が分かった。 

これらの結果を活用して不具合を引起す前に事前に 

警報を発報し、迅速に対処する事で不具合を未然に防 

止する事が可能であり、LiB 蓄電池電源を安全で安心 

して運用できるｼｽﾃﾑを提供する。               図３ AI 解析で不具合を予兆したグラフ 


